
香
港
行
政
長
官
選
挙

─
民
主
化
、
経
済
、
中
国
政
治
へ
の
示
唆

倉
田　

徹

三
月
一
五
日
夜
、
筆
者
は
香
港
の
某
レ
ス
ト
ラ

ン
で
、
旧
友
と
円
卓
を
囲
み
、
潮
州
料
理
に
舌
鼓

を
打
っ
て
い
た
。
テ
レ
ビ
で
は
二
五
日
投
票
の
行

政
長
官
選
挙
に
出
馬
し
た
、
現
職
の
曽
蔭
権
行
政

長
官
と
、
対
抗
馬
の
梁
家
傑
立
法
会
議
員
が
、
公

開
討
論
会
で
火
花
を
散
ら
す
有
様
が
生
中
継
さ
れ

て
い
た
。
三
月
一
日
に
次
ぎ
二
回
目
の
候
補
者
同

士
の
テ
レ
ビ
討
論
会
で
あ
る
。
行
政
長
官
選
挙
を

め
ぐ
っ
て
テ
レ
ビ
討
論
会
が
実
施
さ
れ
る
の
は
、

香
港
史
上
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ふ
と
、
同
席
者
の
一
人
で
あ
る
、
中
国
大
陸
の

大
学
の
法
学
者
が
、「
こ
の
選
挙
を
ど
の
よ
う
な

視
角
か
ら
観
察
す
る
か
」
と
切
り
出
し
た
。
筆
者

は
「
西
側
の
政
治
学
研
究
者
で
あ
れ
ば
、
こ
の
選

挙
の
、
香
港
の
民
主
化
に
お
け
る
意
義
を
考
え
る

で
あ
ろ
う
」
と
回
答
し
た
。

「
私
は
違
う
」
と
、
同
席
し
て
い
た
香
港
紙
の

記
者
が
言
っ
た
。「
香
港
市
民
に
と
っ
て
は
、
こ

の
選
挙
は
経
済
が
ど
う
な
る
か
、
市
民
生
活
が
ど

う
な
る
か
と
い
う
点
が
関
心
の
焦
点
だ
」
と
彼
は

言
う
。

大
陸
の
法
学
者
は
、「
私
の
場
合
、
こ
の
よ
う

な
選
挙
の
や
り
方
を
、
大
陸
で
参
考
に
で
き
る
か

ど
う
か
考
え
な
が
ら
観
察
す
る
」
と
述
べ
た
。
三

人
は
同
じ
選
挙
を
見
る
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
の
違
い

に
思
わ
ず
感
嘆
し
た
。

八
割
を
超
え
る
得
票
率
で
の
曽
蔭
権
の
圧
勝
に

終
わ
っ
た
香
港
行
政
長
官
選
挙
は
、
典
型
的
な

「
無
風
選
挙
」
で
あ
っ
た
。
香
港
の
世
論
は
選
挙

前
は
お
ろ
か
、
二
○
○
五
年
の
曽
蔭
権
の
行
政
長

官
就
任
時
点
に
お
い
て
、
す
で
に
今
回
の
選
挙
で

の
曽
蔭
権
の
再
選
を
予
想
し
て
い
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
こ
の
選
挙

は
香
港
政
治
、
ひ
い
て
は
中
国
政
治
を
観
察
す
る

上
で
、
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
と
筆
者
は
考

え
る
。

本
稿
で
は
、
今
回
の
香
港
行
政
長
官
選
挙
の
経

緯
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
、
民
主
化
、
香
港
市
民

の
意
識
、
中
国
政
治
へ
の
影
響
と
い
う
三
つ
の
角

度
か
ら
分
析
す
る
。

●
行
政
長
官
選
挙
と
香
港
の
民
主
化

行
政
長
官
は
香
港
の
首
長
で
あ
る
。
そ
の
任
期

は
五
年
で
あ
る
が
、
現
職
の
曽
蔭
権
は
、
董
建
華

前
行
政
長
官
が
二
○
○
五
年
三
月
に
任
期
半
ば
で

辞
職
し
た
こ
と
を
受
け
、
同
六
月
に
補
欠
選
挙
に

よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
。
今
回
の
選
挙
は
、
曽
蔭
権

が
引
き
継
い
だ
董
建
華
の
残
り
任
期
の
満
了
に
伴

う
定
期
選
挙
で
あ
る
。

香
港
の
ミ
ニ
憲
法
で
あ
る
「
基
本
法
」
第
四
五

条
は
、
行
政
長
官
の
選
挙
方
法
を
香
港
の
実
情
に

合
わ
せ
て
漸
進
的
に
改
定
し
、
最
終
的
に
は
普
通

選
挙
化
す
る
こ
と
を
明
記
し
、
行
政
長
官
選
挙
の

民
主
化
を
約
束
し
て
い
る
。
し
か
し
、
二
○
○
四

年
四
月
、
中
国
全
人
代
常
務
委
員
会
は
、
二
○
○

七
年
の
行
政
長
官
選
挙
に
つ
い
て
は
、
普
通
選
挙

化
を
取
り
下
げ
る
決
定
を
行
っ
た
。

今
回
の
選
挙
で
は
、
行
政
長
官
は
八
○
○
人
の

選
挙
委
員
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
。
こ
の
八
○
○

名
の
う
ち
、
事
前
に
一
○
○
名
以
上
か
ら
の
指
名

を
集
め
た
者
が
正
式
な
候
補
者
と
な
り
、
選
挙
に

出
馬
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

八
○
○
名
の
選
挙
委
員
の
選
出
は
厳
し
い
制
限

選
挙
に
拠
っ
て
お
り
、
香
港
の
総
人
口
約
七
○
○

万
人
に
対
し
、
約
二
二
万
人
に
し
か
投
票
権
が
な

い
。
し
か
も
、
二
二
万
人
の
有
権
者
は
職
業
の
資

格
に
よ
っ
て
選
ば
れ
て
お
り
、
各
銀
行
の
代
表
者

に
一
票
、
香
港
ホ
テ
ル
業
組
合
の
参
加
団
体
代
表

者
に
一
票
と
い
う
具
合
に
、
納
税
額
等
の
一
定
の

基
準
で
は
な
く
、
い
わ
ば
政
府
の
恣
意
に
よ
っ
て

限
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
選
挙
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
背

曽蔭権が香港各所に張り出した選挙ポスター。
「私はこの仕事を成し遂げる」と広東語で手
書きしたのみのシンプルなデザイン（香港島
石塘咀にて 3月 17日筆者写す）
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景
に
は
、
中
国
中
央
政
府
の
意
図
が
あ
る
。
選
挙

委
員
は
北
京
と
良
好
な
関
係
を
持
つ
財
界
人
が
多

数
を
占
め
る
。
こ
れ
ら
の
選
挙
委
員
は
、
過
去
の

選
挙
に
お
い
て
も
、
中
央
政
府
が
特
定
の
候
補
者

に
対
す
る
支
持
を
ほ
の
め
か
す
と
、
そ
の
候
補
者

を
確
実
に
当
選
さ
せ
て
き
た
。
初
代
行
政
長
官
の

董
建
華
は
、
江
沢
民
国
家
主
席
（
当
時
）
が
特
に

親
し
く
握
手
し
た
こ
と
で
一
躍
最
有
力
候
補
に
の

し
あ
が
り
、
当
選
を
果
た
し
た
。
二
○
○
二
年
の

選
挙
で
は
、
北
京
が
董
建
華
の
再
選
を
望
ん
で
い

る
と
の
シ
グ
ナ
ル
が
送
ら
れ
る
と
、
董
建
華
は
圧

倒
的
な
支
持
を
集
め
、
他
の
候
補
者
が
立
候
補
す

る
余
地
も
残
さ
ず
、
無
投
票
当
選
と
な
っ
た
。
董

建
華
の
辞
職
に
よ
る
二
○
○
五
年
の
補
欠
選
挙
で

は
、
二
○
○
四
年
の
マ
カ
オ
返
還
五
周
年
式
典
の

際
、
胡
錦
涛
国
家
主
席
と
非
常
に
親
し
げ
に
「
六

秒
間
の
握
手
」
を
交
わ
し
た
曽
蔭
権
が
、
や
は
り

無
投
票
当
選
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
言
い
換
え

れ
ば
、
中
央
政
府
が
支
持
す
る
候
補
者
が
当
選
す

る
と
い
う
目
的
か
ら
逆
算
し
て
、
選
挙
制
度
が
作

ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
制
度
は
、
民
主
派
か
ら
は
「
縄
張

り
選
挙
」
と
批
判
さ
れ
、
民
主
派
は
制
度
へ
の
抗

議
の
意
味
を
込
め
て
、
過
去
の
選
挙
を
ボ
イ
コ
ッ

ト
し
て
き
た
。
し
か
し
、
香
港
返
還
か
ら
ま
も
な

く
一
○
年
を
迎
え
る
今
日
、
香
港
が
中
国
大
陸
へ

の
経
済
的
依
存
を
ま
す
ま
す
深
め
る
中
で
、
体
制

外
か
ら
の
圧
力
に
よ
っ
て
急
進
的
な
民
主
化
を
求

め
る
政
策
は
、
時
流
に
合
わ
な
く
な
っ
て
き
た
。

今
回
の
選
挙
に
は
、
民
主
派
の
二
大
政
党
で
あ
る

民
主
党
・
公
民
党
は
、
共
同
で
公
民
党
の
梁
家
傑

立
法
会
議
員
を
擁
立
し
た
。
民
主
派
は
教
育
界
・

法
律
界
な
ど
中
産
階
級
の
知
識
人
層
か
ら
支
持
を

集
め
、
梁
家
傑
は
一
三
二
名
の
選
挙
委
員
の
指
名

を
獲
得
し
、
正
式
に
行
政
長
官
選
挙
候
補
者
と
し

て
の
出
馬
を
実
現
し
た
。
即
ち
、
今
回
の
選
挙
は
、

返
還
後
初
め
て
の
、
複
数
の
候
補
者
に
よ
る
「
競

争
あ
る
行
政
長
官
選
挙
」
な
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
曽
蔭
権
と
梁
家
傑
の
実
力
は
か
け

離
れ
て
い
る
。
中
央
政
府
の
祝
福
を
受
け
る
曽
蔭

権
は
、
出
馬
の
際
に
全
選
挙
委
員
の
八
割
を
超
え

る
六
四
一
名
か
ら
の
指
名
を
受
け
て
い
た
。
梁
家

傑
に
は
ど
う
転
ん
で
も
当
選
の
余
地
は
な
い
。

し
か
し
、
梁
家
傑
の
出
馬
に
よ
り
、
選
挙
戦
は

か
つ
て
の
選
挙
よ
り
も
形
の
上
で
は
大
分
本
格
的

な
も
の
と
な
っ
た
。
日
頃
「
縄
張
り
選
挙
」
を
強

く
批
判
し
て
き
た
民
主
派
は
、
行
政
長
官
選
挙
の

候
補
者
は
、
選
挙
委
員
に
だ
け
で
は
な
く
、
全
香

港
市
民
に
対
し
て
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
と
の

主
張
を
繰
り
広
げ
た
。
し
た
が
っ
て
、
八
○
○
名

の
選
挙
委
員
に
し
か
投
票
権
が
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
両
候
補
者
は
街
頭
に
立
ち
、
自
ら
ビ
ラ
を

配
布
し
、
香
港
の
街
頭
の
あ
ち
こ
ち
に
立
法
会
選

挙
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
横
断
幕
を
張
り
出
し
た
。

梁
家
傑
が
車
体
広
告
入
り
の
タ
ク
シ
ー
を
走
ら
せ

れ
ば
、
曽
蔭
権
は
地
下
鉄
駅
構
内
に
巨
大
な
広
告

パ
ネ
ル
を
配
置
し
た
。
冒
頭
で
述
べ
た
、
ア
メ
リ

カ
大
統
領
選
を
強
く
意
識
し
た
テ
レ
ビ
討
論
会
も
、

こ
の
よ
う
な
「
競
争
あ
る
選
挙
」
の
雰
囲
気
が
あ

っ
て
こ
そ
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

梁
家
傑
が
激
し
く
曽
蔭
権
の
政
策
を
批
判
す
る

中
で
、
曽
蔭
権
は
再
選
後
の
任
期
中
に
普
通
選
挙

問
題
の
徹
底
解
決
を
目
指
す
と
の
公
約
を
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
梁
家
傑
陣
営
は
、
民
主
派
の
出
馬

に
よ
っ
て
曽
蔭
権
に
様
々
な
政
策
面
で
の
譲
歩
を

迫
る
こ
と
が
で
き
た
と
強
調
し
、
選
挙
結
果
の
如

何
に
関
わ
ら
ず
、「
香
港
は
す
で
に
勝
利
し
た
」

と
主
張
し
た
。
香
港
中
文
大
学
の
調
査
で
は
、
梁

家
傑
の
参
戦
が
香
港
の
民
主
の
発
展
に
プ
ラ
ス
の

効
果
が
あ
る
と
回
答
し
た
市
民
が
六
五
％
に
達
し

て
い
る
。

行
政
長
官
選
挙
の
最
終
的
な
普
通
選
挙
化
は
既

定
事
項
で
あ
る
。
今
回
の
香
港
訪
問
で
筆
者
が
会

っ
た
香
港
の
専
門
家
に
は
、
北
京
は
す
で
に
、
曽

蔭
権
に
普
通
選
挙
実
現
時
期
の
決
定
と
い
う
難
問

を
解
決
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
た
と
分
析
す
る
者

も
い
た
。
民
主
派
の
出
馬
と
い
う
新
た
な
現
象
は
、

い
ず
れ
実
現
さ
れ
る
行
政
長
官
選
挙
の
普
通
選
挙

化
へ
の
過
程
の
一
里
塚
と
し
て
、
香
港
政
治
史
に

記
憶
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

●
現
実
的
な
香
港
市
民

テ
レ
ビ
討
論
会
で
は
、
政
権
外
か
ら
強
く
現
職

を
批
判
す
る
梁
家
傑
に
対
し
、
曽
蔭
権
は
常
に
守

勢
に
立
た
さ
れ
た
。
香
港
を
代
表
す
る
弁
護
士
で

あ
る
梁
家
傑
は
、
弁
才
に
お
い
て
は
曽
蔭
権
を
上

回
っ
て
い
た
と
い
う
の
が
一
般
的
な
見
方
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
香
港
大
学
が
一
五
日
の
テ
レ

ビ
討
論
会
直
後
に
行
っ
た
、「
仮
に
明
日
あ
な
た

が
投
票
す
る
と
す
れ
ば
、
ど
ち
ら
に
票
を
投
じ
ま

す
か
」
と
問
う
電
話
調
査
で
は
、
曽
蔭
権
に
投
ず

る
と
し
た
者
が
六
八
・
四
％
に
達
し
た
の
に
対
し
、

梁
家
傑
に
投
ず
る
と
述
べ
た
者
は
二
三
・
一
％
に

梁家傑候補は2012年の普通選挙実現を強調する内容の横
断幕を掲示した（九竜半島旺角にて 3月 18日筆者写す）
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留
ま
っ
た
。
民
意
の
支
持
に
お
い
て
も
、
曽
蔭
権

は
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

前
任
者
の
董
建
華
が
、
経
済
の
低
迷
や
度
重
な

る
政
策
上
の
失
敗
に
よ
っ
て
、
市
民
か
ら
の
激
し

い
批
判
を
受
け
、
支
持
率
の
慢
性
的
な
低
迷
に
悩

ん
だ
の
に
対
し
、
曽
蔭
権
は
二
○
○
五
年
の
行
政

長
官
就
任
以
来
、
常
に
高
い
支
持
率
を
維
持
し
て

き
た
。
二
○
○
三
年
に
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
流
行
に
よ
っ

て
打
撃
を
受
け
、
底
を
打
っ
た
香
港
の
景
気
は
、

そ
の
後
Ｖ
字
型
に
回
復
し
、
二
○
○
六
年
度
の
経

済
成
長
率
は
六
・
八
％
に
達
し
た
。
一
時
八
％
を

超
え
た
失
業
率
は
、
四
・
三
％
ま
で
低
下
し
た
。

公
務
員
と
し
て
香
港
政
庁
で
長
年
務
め
上
げ
、
政

策
通
・
経
済
通
で
あ
る
曽
蔭
権
に
、
多
く
の
市
民

は
満
足
し
て
い
る
。

曽
蔭
権
の
選
挙
戦
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
自

ら
の
強
み
を
強
調
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
梁
家
傑

が
写
真
入
り
の
カ
ラ
フ
ル
な
横
断
幕
を
用
意
し
た

の
に
対
し
、
曽
蔭
権
の
ポ
ス
タ
ー
・
横
断
幕
は
ほ

と
ん
ど
が
黄
色
一
色
で
、
中
央
に
直
筆
に
よ
る

「
私
は
こ
の
仕
事
を
成
し
遂
げ
る
」
と
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
書
き
込
ん
だ
だ
け
の
、
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ

イ
ン
で
あ
っ
た
。
地
下
鉄
内
の
広
告
板
は
、
同
様

に
手
書
き
で
書
か
れ
た
政
策
フ
ロ
ー
の
図
で
あ
り
、

「
医
療
改
革
の
思
考
図
」、「
開
発
と
環
境
保
護
の

併
存
の
思
考
図
」
な
ど
と
題
さ
れ
、
現
状
、
そ
の

原
因
、
政
策
の
目
標
、
達
成
の
方
法
、
成
否
の
判

断
を
サ
イ
ク
ル
と
し
て
描
く
メ
モ
で
あ
っ
た
。
手

書
き
の
文
字
だ
け
の
ポ
ス
タ
ー
は
見
た
目
に
も
地

味
で
あ
る
し
、
政
策
フ
ロ
ー
の
細
か
い
メ
モ
は
一

般
市
民
が
容
易
に
理
解
で
き
る
内
容
で
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
を
敢
え
て
宣
伝
に
多
用
す
る
曽

蔭
権
の
姿
勢
か
ら
窺
え
る
の
は
、
知
名
度
や
イ
メ

ー
ジ
の
向
上
に
訴
え
る
必
要
が
な
い
と
の
判
断
と
、

政
策
に
関
す
る
具
体
的
な
知
識
・
経
験
で
梁
家
傑

を
圧
倒
し
て
い
る
と
い
う
自
信
で
あ
る
。

事
実
、
梁
家
傑
は
選
挙
戦
に
お
い
て
、
経
済
政

策
の
弱
点
を
露
呈
し
た
。
経
済
界
と
の
関
係
が
曽

蔭
権
よ
り
も
劣
る
梁
家
傑
は
、
経
済
関
連
の
ブ
レ

ー
ン
を
欠
い
て
い
る
と
言
わ
れ
、
そ
の
政
策
綱
領

は
普
通
選
挙
の
強
調
に
偏
り
、
経
済
に
関
す
る
内

容
は
一
般
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
な
い
。
三
月
一

日
の
テ
レ
ビ
討
論
会
で
は
、
曽
蔭
権
は
梁
家
傑
が

述
べ
た
政
府
の
財
政
貯
蓄
の
金
額
が
間
違
っ
て
い

る
と
指
摘
し
、「
経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
が
こ
の
発
言

を
聞
い
て
い
な
い
こ
と
を
祈
り
ま
す
。
今
日
の
株

価
は
大
分
下
が
っ
た
の
に
、
あ
な
た
が
ま
た
こ
ん

な
こ
と
を
言
う
の
で
は
、
実
に
恐
ろ
し
い
！
」
と

皮
肉
っ
て
見
せ
た
。
制
度
の
限
界
に
よ
り
常
に
野

党
の
立
場
に
立
た
さ
れ
続
け
て
き
た
民
主
派
の
政

策
能
力
に
は
、
確
か
に
疑
問
が
残
る
。

梁
家
傑
の
出
馬
で
選
挙
に
競
争
が
生
じ
た
こ
と

を
、
多
く
の
市
民
は
歓
迎
す
る
。
し
か
し
、
梁
家

傑
が
実
際
に
行
政
長
官
を
務
め
る
能
力
を
備
え
て

い
る
と
見
る
市
民
は
多
く
な
い
。
民
主
派
が
政
権

担
当
能
力
を
備
え
な
い
限
り
、
現
実
的
な
香
港
市

民
は
、
曽
蔭
権
支
持
を
貫
く
で
あ
ろ
う
。

●
中
国
政
治
へ
の
示
唆

さ
て
、
今
回
の
香
港
行
政
長
官
選
挙
は
、
中
国

全
体
の
政
治
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
示
唆
を
与
え

る
で
あ
ろ
う
か
。

従
来
中
国
政
府
は
、
香
港
の
政
治
的
影
響
が
大

陸
に
及
ぶ
こ
と
を
強
く
警
戒
し
て
き
た
。
一
九
八

九
年
の
北
京
の
民
主
化
運
動
を
、
香
港
市
民
は
一

○
○
万
人
規
模
の
デ
モ
で
支
援
し
、「
天
安
門
事

件
」
の
武
力
鎮
圧
に
は
、
一
斉
に
激
し
い
抗
議
の

声
を
上
げ
た
。
以
来
中
国
政
府
は
、
香
港
が
政
権

転
覆
の
基
地
に
な
る
こ
と
を
警
戒
し
、
香
港
を
隔

離
し
て
き
た
。
一
九
九
七
年
の
返
還
後
も
、
北
京

は
香
港
内
部
の
問
題
へ
の
不
干
渉
を
貫
く
一
方
、

香
港
政
治
は
香
港
域
内
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
、
大
陸

に
影
響
し
な
い
よ
う
に
扱
わ
れ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
北
京
の
不
干
渉
政
策
に
、
先
に
音

を
上
げ
た
の
は
香
港
で
あ
っ
た
。
大
陸
の
経
済
が

飛
躍
を
続
け
る
一
方
、
返
還
後
の
香
港
経
済
は
ア

ジ
ア
金
融
危
機
の
あ
お
り
を
受
け
て
低
迷
し
、
香

港
か
ら
北
京
に
支
援
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
た
の

で
あ
る
。
二
○
○
三
年
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
流
行
後
、
政

府
へ
の
不
満
を
高
め
た
香
港
市
民
が
、
同
年
七
月

一
日
に
「
五
○
万
人
デ
モ
」
を
起
こ
す
と
、
中
央

政
府
は
従
来
の
不
干
渉
政
策
を
修
正
す
る
。
北
京

は
大
陸
住
民
の
香
港
個
人
観
光
旅
行
の
許
可
、
香

港
の
銀
行
の
人
民
元
業
務
解
禁
な
ど
、
香
港
経
済

支
援
策
を
次
々
と
打
ち
出
し
て
香
港
の
景
気
を
回

復
さ
せ
る
一
方
、
香
港
の
民
主
化
要
求
に
は
歯
止

め
を
か
け
つ
つ
も
、
董
建
華
行
政
長
官
の
更
迭
に

よ
っ
て
香
港
市
民
の
政
治
的
不
満
に
応
え
、
香
港

の
政
治
・
経
済
の
安
定
を
回
復
さ
せ
た
。

こ
の
よ
う
な
二
○
○
三
年
以
来
の
大
陸
と
香
港

の
関
係
の
緊
密
化
を
受
け
、
両
者
の
関
係
の
構
図

に
は
微
妙
な
変
化
が
起
き
て
い
る
。

ま
ず
、
大
陸
と
の
経
済
関
係
の
緊
密
化
と
、
天

行政長官選挙に出馬した両者に扮した役者が演じるパロディ劇も
登場した。曽蔭権役がスローガン「私はこの仕事を成し遂げる」を
吐くのに、梁家傑役は「私はあなたの仕事をやる」と応じている
（香港島金鐘のバス停にて 3月 17日筆者写す）
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安
門
事
件
の
記
憶
の
風
化
を
受
け
、
香
港
の
対
大

陸
感
情
が
改
善
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
香
港
の
民

主
化
運
動
は
、
民
主
化
の
ペ
ー
ス
の
決
定
権
を
持

つ
北
京
に
香
港
の
民
主
化
を
迫
る
と
い
う
よ
り
も
、

北
京
を
安
心
さ
せ
、
そ
の
信
頼
を
勝
ち
取
り
、
香

港
の
民
主
化
を
認
め
て
も
ら
お
う
と
い
う
態
度
が

主
流
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
公
民
党
の
関
信
基
主

席
は
、
天
安
門
事
件
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、
香
港
の

民
主
化
を
遅
ら
せ
る
か
も
知
れ
な
い
と
さ
え
発
言

し
た
。
こ
う
し
て
香
港
の
民
主
の
大
陸
に
対
す
る

攻
撃
性
・
危
険
性
が
低
下
し
て
い
る
。

ま
た
、「
五
○
万
人
デ
モ
」
に
驚
い
た
北
京
は
、

香
港
の
問
題
を
究
明
す
る
た
め
、
大
量
の
学
者
を

動
員
し
、
香
港
に
関
す
る
政
策
研
究
を
行
っ
た
。

大
陸
か
ら
香
港
へ
の
「
個
人
旅
行
客
」
の
中
に
は
、

香
港
に
出
張
す
る
学
者
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
香
港
返
還
に
よ
っ
て
「
ハ
ッ
ピ

ー
・
エ
ン
ド
」
を
迎
え
、
大
陸
の
香
港
研
究
は
低

調
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
に
お
い
て
大
陸
の
学

界
は
香
港
を
再
発
見
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

折
し
も
胡
錦
涛
の
ブ
レ
ー
ン
・

可
平
に
よ
る

「
民
主
は
良
い
も
の
だ
」
と
題
す
る
論
文
が
『
人

民
日
報
』
に
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
大
陸
に
お
い
て

も
民
主
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
る
中
、
香
港
の
民

主
は
、
大
陸
に
と
っ
て
の
モ
デ
ル
と
し
て
再
評
価

さ
れ
る
可
能
性
が
出
て
き
て
い
る
と
言
え
る
。

中
央
政
府
は
、
現
在
も
政
権
の
選
択
や
交
代
を

意
味
す
る
西
欧
型
民
主
主
義
を
中
国
に
持
ち
込
む

こ
と
は
認
め
な
い
。
北
京
は
中
国
に
お
け
る
民
主

を
、
政
策
の
質
の
改
善
や
、
民
意
の
政
策
へ
の
反

映
を
意
味
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
点
、
香
港
の
行
政
長
官
選
挙
は
、
中
国
的

民
主
の
極
致
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
省
ク
ラ
ス

の
一
級
行
政
区
の
首
長
が
複
数
の
候
補
者
に
よ
っ

て
争
わ
れ
、
公
開
の
政
策
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
の
は
、
中
国
で
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
選
挙

制
度
は
平
等
で
は
な
く
、
北
京
の
支
持
す
る
候
補

者
の
当
選
は
最
終
的
に
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
選
挙
の
過
程
で
候
補
は
世
論
の
圧
力
に
さ

ら
さ
れ
、
民
意
が
間
接
的
に
政
策
に
反
映
さ
れ
る

こ
と
で
、
政
治
は
安
定
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
よ
う
な
「
ほ
ど
ほ
ど
の
民
主
」
こ
そ
、

北
京
に
と
っ
て
一
つ
の
理
想
的
形
態
な
の
で
は
な

い
か
。

大
陸
と
の
融
合
が
進
展
す
る
中
、
香
港
の
大
陸

に
対
す
る
政
治
的
影
響
力
は
高
ま
る
兆
し
が
あ
る
。

行
政
長
官
選
挙
戦
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
開
催
さ
れ
た

北
京
の
全
国
人
民
代
表
大
会
・
全
国
政
治
協
商
会

議
で
は
、
香
港
か
ら
の
代
表
が
様
々
な
提
案
を
行

っ
た
。
全
人
代
の
香
港
地
区
代
表
団
の
会
議
に
は
、

中
央
政
府
か
ら
教
育
部
と
衛
生
部
の
副
部
長
が
参

加
し
た
が
、
代
表
団
と
両
部
長
の
間
で
は
質
疑
応

答
が
展
開
さ
れ
た
と
い
う
。
通
常
代
表
団
の
意
見

を
聴
取
す
る
の
み
に
終
始
す
る
政
府
官
員
が
回
答

を
行
っ
た
の
は
異
例
で
あ
る
。

三
月
一
六
日
、
中
央
政
府
系
の
香
港
紙
『
大
公

報
』
は
、
大
陸
各
地
の
指
導
者
の
香
港
に
対
す
る

態
度
が
、「
香
港
か
ら
の
投
資
を
歓
迎
す
る
」
と

い
う
も
の
か
ら
、
張
春
賢
湖
南
省
委
書
記
の
「
香

港
の
都
市
管
理
の
経
験
は
湖
南
省
で
参
考
に
で
き

る
」
と
い
う
発
言
の
よ
う
な
も
の
に
変
化
し
て
い

る
と
指
摘
し
た
。
同
日
、
同
じ
く
中
央
政
府
系
の

『
文
匯
報
』
は
、
北
京
で
全
人
代
・
全
国
政
協
の

会
議
に
出
席
し
た
全
国
の
代
表
に
対
す
る
「
香
港

返
還
以
来
一
○
年
間
の
大
陸
に
対
す
る
最
大
の
影

響
」
と
題
す
る
調
査
の
結
果
を
掲
載
し
た
。
そ
こ

で
は
香
港
の
大
陸
経
済
に
対
す
る
貢
献
を
挙
げ
る

者
が
五
八
％
を
占
め
た
一
方
、
香
港
の
優
れ
た
教

育
・
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
け
る
経
験
は
大
陸
が
学
ぶ

べ
き
価
値
が
あ
る
と
述
べ
た
者
も
二
二
・
五
％
に

達
し
た
。
中
央
政
府
系
の
二
紙
が
同
時
に
「
大
陸

が
香
港
に
学
ぶ
」
こ
と
を
伝
え
た
こ
と
は
、
大
陸

に
対
す
る
香
港
の
影
響
が
タ
ブ
ー
で
な
く
な
っ
て

き
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

二
○
○
六
年
一
一
月
に
は
王
岐
山
北
京
市
長
が

香
港
を
訪
問
し
、
二
○
○
八
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
前
に
、
懸
案
の
北
京
の
交
通
渋
滞
の
対
策

の
ア
イ
デ
ア
を
求
め
て
視
察
活
動
を
行
っ
た
。
香

港
の
経
験
は
、
行
政
分
野
に
お
い
て
、
す
で
に
大

陸
で
評
価
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
香
港
式
の
選
挙
や
民

主
が
大
陸
に
導
入
さ
れ
る
日
も
、
遠
く
は
な
い
の

か
も
知
れ
な
い
。

三
月
一
五
日
に
筆
者
と
食
事
を
と
も
に
し
た
大

陸
の
法
学
者
も
、
選
挙
を
観
察
し
た
所
感
を
大
陸

に
持
ち
帰
っ
た
で
あ
ろ
う
。
北
京
の
中
央
政
府
指

導
者
も
、
そ
の
ブ
レ
ー
ン
た
ち
も
、
中
国
各
地
の

無
数
の
研
究
者
も
、
香
港
行
政
長
官
選
挙
を
注
視

し
て
い
る
。
急
速
な
経
済
発
展
と
社
会
の
多
様
化

を
経
験
中
の
中
国
大
陸
の
将
来
像
の
一
端
が
、
今

す
で
に
香
港
に
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

（ 

く
ら
た　

と
お
る
／
東
京
大
学
大
学
院
総
合

文
化
研
究
科
地
域
文
化
研
究
専
攻
博
士
課
程
、

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

公民党・民主党が行政長官選挙に積極参加する一方、急進
民主派は制限選挙に抗議し、「ニセ選挙反対デモ」を発動
した。写真はデモ参加を訴える横断幕（九竜半島旺角にて
3月 18日筆者写す）
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